「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票
	実施計画項目
	（３）　ホームレス自立支援センターによる支援

	
	　　①　ホームレス自立支援センターにおけるアセスメント、日常生活維持のためのサービス等

	実施計画内容
	· 入所者への面接・相談により、個々の健康状態や生活状態を把握するとともに、その状況に応じて必要な処遇を図るための総合評価（アセスメント）を行う。

· 総合評価の結果を踏まえ、就労及び福祉施策の適用による自立に向けて必要な支援を適切に実施する。

· 宿所、食事、入浴、散髪など日常生活に必要なサービスを提供する。

· 入所時の健康診断や定期的な検診などで健康維持への留意と治療が必要とされた場合は、医療機関等と連携した支援を行う。

	事業実績
	・大阪府・市町村ホームレス自立支援推進協議会泉北・泉南ブロック事業として、府営大泉緑地内にホームレス自立支援センター「おおいずみ」を平成17年３月に設置し、運営を開始。平成22年３月に閉所した。
〔概要〕

　設置主体：堺市

　利用期間：原則として３ヶ月以内（最長６ヶ月）

〔運営状況〕

　○　生活指導員が、入所者の過去の生活状況、親族等の把握や共同生活を行う上で必要な生活指導を行うとともに、これまでの生活歴や健康状態等を勘案しながら個人ごとの自立支援プログラムを策定

　○　生活指導員が職業、生活保健その他身の上の相談指導を行い、必要に応じて弁護士会の協力を得て無料法律相談会を実施

　○　入所者の宿泊（約３畳の個室仕様）・食事・医療・入浴，シャワー・談話室・洗濯場の提供、自転車の無料貸し出し等を実施

　○　入所時の健康相談や医師・看護師による定期的な医療相談・健康相談を実施治療が必要な場合は、必要な医療が確保できるように支援を実施

	事業効果
	＜ホームレス自立支援センター「おおいずみ」の運営状況＞
　Ｈ17.３～H22.３（総入所者590人）
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・センター入所中、健康・就労相談などを経て、約４割の方が就労自立を果たし、生活保護の適用による居宅確保や施設入所、入院などにより退所した227人を加えると、退所者の約８割が最終的にホームレス状態から脱却

	担当部室課
	福祉部地域福祉推進室社会援護課


「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票
	実施計画項目
	（３）　ホームレス自立支援センターによる支援

	
	　　②　雇用・就労の支援

	実施計画内容
	· 公共職業安定所との連携のもと、個々の状況に応じた職業相談、職業紹介、求人開拓等の雇用・就労支援を実施する。

· 大阪ホームレス就業支援センター運営協議会（大阪府、大阪市、財団法人西成労働福祉センター等民間団体で構成）において、国のホームレス等就業支援事業を活用し、ホームレス自立支援センター入所者に対し、事業所等への求人開拓、就労に係る相談・情報提供や職場体験講習、就職支援セミナー等を実施する。

· ホームレス自立支援センター入所者の勤労意欲・勤労習慣の醸成を図り、常用就職へ導くため、公園等府管理施設の環境美化作業等への従事機会を提供する。

	事業実績


	○国の「ホームレス等就業支援事業」を受託し、事業所等への求人開拓、就労に係る相談・情報提供などを行っている「大阪ホームレス就業支援センター運営協議会」に対して運営補助を行った。

【補助実績等】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

補助金

4,500

4,500

4,500

4,500

4,500

（参考）「ホームレス等就業支援事業（厚生労働省）」

受託額

143,200

154,922

150,148

140,910

138,066

○都市整備部と連携し、ホームレス自立支援センター利用者の再ホームレス化の防止の観点から、公園等の除草・清掃等環境美化作業の就労機会を提供し自立の支援を図った。

【事業費】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

公　　園

2,543

971

978

957

861

道　　路

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

河　　川

500

500

500

500

500

注) 堺市内のホームレス自立支援センター「おおいずみ」がＨ21年度末で廃止となり、以降は大阪市内のホームレス自立支援センター(大阪市事業)のみ。

	事業効果
	○大阪ホームレス就業支援センター運営協議会において、事業所等への求人開拓、就労に係る相談・情報提供や職場体験講習等を実施し、ホームレス自立支援センター利用者の就労による自立支援に効果を挙げている。

【実施状況】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H25年度は9月末までの数値
H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

就業支援相談

787人

533人

529人

383人

159人

事業所接触

728人

366人

371人

273件

188人

雇用

99人

87人

122人

89人

71人

職場体験講習

124人

124人

141人

126人

30人

就職支援ｾﾐﾅｰ

128人

233人

294人

211人

105人

○公園等の除草・清掃等環境美化作業の就労体験から、ホームレス自立支援センター　利用者の就労意欲の向上に効果を挙げている。

【実施状況】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H25年度は下半期で実施予定
H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

公　　園

180人

68人

63人

70人

－

道　　路

84人

63人

70人

64人

－

河　　川

35人

32人

35人

31人

－



	課題・問題点
	○昨今の経済・雇用情勢の悪化により、就業紹介においても厳しい状況が続いており、民間事業所等から仕事等を開拓する取組みの強化が必要である。

	今後の取り

組み方向
	○ホームレス自立支援センター利用者の就労支援等に資するため、大阪ホームレス就業支援センター運営協議会において、関係機関と連携して引き続き啓発活動を行うとともに、民間企業等からの就業機会の開拓を強化していく。

	担当部室課
	商工労働部雇用推進室労政課

福祉部地域福祉推進室社会援護課


「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票

	実施計画項目
	（３）　ホームレス自立支援センターによる支援

	
	　　③　アフターケア

	実施計画内容
	· 民間団体等の実施する民間自立支援事業との連携により、就労退所後も地域社会で安定した生活が継続できるよう、職場定着指導や生活上の相談など就労後のアフターケアを実施する。

	事業実績
	・ホームレス自立支援センター「おおいずみ」退所者のアフターフォロー事業として、ホームレス状態にあった人が、個人の力に応じて生計を維持し、地域で自律的に生活することができるよう、生活の諸側面を支え、個人の能力の回復と意欲の向上を促し、社会参加していく過程を支援する事業を行うＮＰＯ法人に対する事業助成を実施した。

事業実施期間：平成20年１月から22年12月まで

　事業場所：泉北・泉南ブロック内　　 対象戸数：10戸

　入居期間：最長1年間

　事業内容：入居・退居時指導、パソコン技能訓練等生活技能向上に関わる活動、個別専門相談、入居搬送と各種手続代行など

　助成内容：設備等資金及び運営資金

	事業効果
	・ホームレス自立支援センター「おおいずみ」を就労退所したものの、一般生活に移行するうえで何らかの課題を抱える入居者の自立支援に一定の効果があった。

	担当部室課
	福祉部地域福祉推進室社会援護課


「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票

	実施計画項目
	（３）　ホームレス自立支援センターによる支援

	
	　　④　地域の実情に応じた施設の設置運営

	実施計画内容
	· 地域の実情に応じた小規模な施設も含めてホームレス自立支援センターの規模、設置形態を検討する。

· 設置・運営に際しては、地域住民の理解が得られるよう調整に配慮する。

	事業実績
	・大阪市を除く府域では、泉北・泉南ブロック以外の地域において、ホームレス自立支援センターの設置について検討を行ったが、設置の判断には至らなかった。

・その後、国のホームレス対策が拡充され、ビジネスホテル等の１室単位での借り上げ方式による「ホームレス緊急一時宿泊事業」が認められた。ホームレスの健康悪化やホームレスになるおそれのある者の路上化の防止に資するため、当該事業を府域各ブロックにおいて実施することとした。


	担当部室課
	福祉部地域福祉推進室社会援護課
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